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一般演題 7 O7-05
高気圧酸素治療における環境圧と局所閉鎖吸引
療法の吸引圧に関する検討
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【背景】
　局所陰圧閉鎖療法（NPWT）を施行する際に用いる専用装
置は，高気圧酸素治療（HBO）装置内での使用に関する安全
性が担保されていない。そのため，本学では，高気圧環境下に
おいて，サクション用吸引器を用いることで，NPWT を施行
可能としている。しかし，実際の HBO では，環境圧や治療時
間が異なる複数の治療表が使用されているが，治療中の環境
圧および保圧時間が NPWT の吸引圧に及ぼす影響については
十分な検討ができていなかった。
【目的】
　環境圧および保圧時間が異なる条件下において，HBO 装置
の吸引配管を用いた NPWT を実施し，吸引圧とその経時的変
化を実験的に評価した。
【方法】
　創部モデルとしてプラスチック板に V.A.C.Ⓡグラニューフォー
ム（M サイズ）を貼付し（4 セット），パッドチューブに三方活
栓および異形継手を連結して，HBO 装置内のサクション用吸引
器に接続した。吸引圧は，加圧終了後に HBO 装置外の吸引バ
ルブにより調整し，その後の微調整等は行わなかった。
　検討 1：吸引圧は 16.67kPa とし，環境圧を 2.0ATA または
2.5ATA に設定した場合において，加圧終了時（①）・保圧 30
分後（②）・減圧前（③，2ATA：60 分，2.5ATA：70 分）の
各時点における吸引圧を記録した（n＝4）。
　検討 2：検討 1 の測定条件において，フォーム縁端に 24G 針
を留置した疑似マイナーリークを追加し，各時点における吸引
圧を記録した（n＝4）。
【結果】
　検討 1：吸引圧の経時変化（Mean ± SD）は，2.0ATA：
① 16.67 ± 0kPa， ② 16.83 ± 0.05kPa， ③ 16.95 ± 0.08kPa，
2.5ATA： ① 16.67 ± 0kPa， ② 17.15 ± 0.13kPa， ③ 17.32 ±
0.17kPa となり，いずれの条件においても時間経過に伴い僅か
な増加を認めた（図 1）。
　検討 2：疑似マイナーリークを追加した場合では，2.0ATA：
① 16.67 ± 0kPa， ② 17.1 ± 0.17kPa， ③ 17.25 ± 0.18kPa，
2.5ATA： ① 16.67 ± 0kPa， ② 17.14 ± 0.16kPa， ③ 17.34 ±
0.16kPa となり，検討 1 と比べて，変化率が極僅かに増加した。
　また，検討 1 および 2 における吸引圧の最大値（変化率）は，
17.56kPa（4.02％）であった。
【考察】
　NPWT の管理において，200mmHg 以上の高吸引圧では皮
下血流が減少することが報告されている1）。一方，50mmHg の
低吸引圧では，細胞への力学的刺激による治癒促進メカニズム
の効果が減弱する可能性が示唆されており2），さらに 50mmHg

以下となると，滲出液排出が著しく遅延し，創部に液体が滞留
することで細菌増殖や感染リスクの増加が懸念されている3）。
したがって，目標とする吸引圧から大きく逸脱することは治療
効果の低下に繋がる可能性が高く，安全管理の観点からも吸引
圧を一定範囲に調整することは極めて重要といえる。
　また，NPWT では軽度のリークが頻繁に認められるが4），
NPWT 装置はその軽微なエアリークを自動で補正し，設定陰
圧を安定して維持するフィードバック機構を有している5）。しか
し，HBO 装置の吸引配管にはフィードバック機構は存在しない
ため，HBO 中の NPWT を併用する際は連続的なモニタリング
を行い，目標値から乖離する場合は適宜調整する必要がある。
【結語】
　環境圧および保圧時間が異なる場合においても，吸引圧は任
意の設定値に調整可能であることが確認された。しかし，吸引
圧は時間経過に伴い軽微な上昇を認めたため，定期的な確認
は必須であり，かつ乖離する場合は調整が必要であると考えら
れた。
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図 1：環境圧の違いによる吸引圧の動態（検討 1）

図 2：�疑似マイナーリークがある場合での環境圧の違いによ
る吸引圧の動態（検討 2）




